
株式会社ジーフット

2014年２月期 決算説明資料

名古屋証券取引所 第二部 証券コード ２６８６

本 資 料 の う ち 、 当 社 の 将 来 的 な 経 営 戦 略 や 業 績 予 測 等 に か か わ る も の は 、 い ず れ も 現 時 点

に お い て 当 社 が 把 握 し て い る 情 報 に 基 づ い て 策 定 ・ 算 出 さ れ た も の で あ り 、 経 済 動 向 や 競 争 環
境 変 化 、 税 制 や 法 令 変 更 等 の 不 確 定 要 素 を 含 ん で お り ま す 。
従 っ て 将 来 実 際 に 公 表 さ れ る 業 績 等 は こ れ ら 種 々 の 要 素 に よ っ て 変 動 す る 可 能 性 が あ り ま

す 。



２０１４年２月期業績の概要

2014年２月期業績の概要
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当期のハイライト

◆３期連続 過去最高益

・売上高 減収（前期は１３ヶ月８日決算）

※実質的には増収を維持

・営業利益 ５期連続増益

（2010年１月期決算より）

・経常利益 ５期連続増益

（2010年１月期決算より）

・当期純利益 ３期連続増益

（2012年１月期決算より）

決算ハイライト
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損益計算書～通期～

２０１１年１月期
実績

２０１２年１月期
実績

２０１３年２月期
実績

２０１４年２月期
実績

(ご参考）
前年増減額

(ご参考）
前年比（％）

売上構成比

売上高 82,344 92,136 102,454 98,370 △4,084 96.0% 100.0%

売上原価 49,055 54,086 58,282 54,158 △4,123 92.9% 55.1%

売上総利益 33,289 38,049 44,172 44,212 39 100.1% 44.9%

販売費及び
一般管理費

31,395 35,026 40,150 39,746 △404 99.0 % 40.4%

営業利益 1,894 3,022 4,021 4,465 444 111.0% 4.5%

経常利益 1,821 2,979 3,995 4,423 427 110.7% 4.5%

税引前当期
純利益

1,342 2,036 3,367 3,898 531 115.8% 4.0%

当期純利益 598 979 1,654 2,180 526 131.8% 2.2%

・2013年２月期(前期)は１３ヶ月８日の変則決算。
・前期のうちの１２ヶ月と比較すると、売上高は増加しており、実質的に増収。

（単位：百万円）

※当事業年度は、決算期変更に伴い、２０１２年１月20日から２０１３年２月２８日までの13ヶ月８日の変則決算となっております。
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貸借対照表～資産の部～

２０１３年２月期
構成比
（％）

２０１４年２月期
構成比
（％）

流動資産 30,179 66.7% 39,077 71.9%

（内、現金預金） 2,886 6.4% 2,562 4.7%

（内、棚卸商品） 23,808 52.6% 31,974 58.9%

固定資産 15,093 33.3% 15,242 28.1%

有形固定資産 5,941 13.1% 5,378 9.9%

無形固定資産 390 0.9% 461 0.8%

投資その他資産 8,761 19.4% 9,402 17.3%

資産合計 45,273 100.0% 54,319 100.0%

・少ない固定資産による運営で、売上高983億円を達成。
・ＰＢ商品の積極的な開発及び店舗数の増加に伴い、棚卸商品が増加。

（単位：百万円）
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貸借対照表～負債・純資産の部～

２０１３年２月期
構成比
（％）

２０１４年２月期
構成比
（％）

流動負債 25,926 57.3% 33,808 62.2%

（内、買入債務） 20,446 45.2% 23,263 42.7%

（内、借入金）※ 1,399 3.1% 5,061 9.3%

（内、未払法人税等） 1,258 2.8% 1,737 3.2%

固定負債 2,849 6.3% 1,996 3.7%

（内、長期借入金） 2,119 4.7% 1,200 2.2%

純資産 16,497 36.4% 18,514 34.1%

負債・純資産合計 45,273 100.0% 54,319 100.0%

※短期借入金及び１年以内返済予定長期借入金

・買入債務及び借入金の増加により、流動負債が増加。
・利益水準の向上により、純資産が増加。

（単位：百万円）
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キャッシュ・フロー計算書

2013年２月期 2014年２月期
2015年2月期
（第1Ｑ予測）

2015年2月期
（予測）

営業活動によるキャッシュ・フロー 995 △1,393 1,241 2,383

（内、税引前当期純利益） 3,367 3,898 2,009 4,610

（内、減価償却費） 1,064 1,149 330 1,365

（内、法人税等の支払額） △ 1,515 △1,442 △1,738 △2,852

投資活動によるキャッシュ・フロー 296 △1,375 △398 △1,018

（内、有形及び無形固定資産の取
得による支出）

△ 1,015 △1,086 △312 △1,156

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,429 2,444 △746 △1,294

現金及び現金同等物の増減額 △ 1,137 △323 97 71

現金及び現金同等物の期首残高 4,022 2,885 2,561 2,561

現金及び現金同等物の期末残高 2,885 2,561 2,658 2,632

・消費税増税を控え、ＰＢ商品の春・初夏商品を前倒しで、開発し投入。
一時的に短期資金調達を実施も、第1四半期終了時点ではＣＦも早期回復の見込み

（単位：百万円）
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主な経営指標

２０１３年２月期実績 ２０１４年２月期

総資産経常利益率（ＲＯＡ） ８．８％ ８．９％

自己資本利益率（ＲＯＥ） １０．７％ １２．５％

自己資本比率 ３６．４％ ３４．１％

１株当たり利益（ＥＰＳ） １５８．８４円 ２０９．４１円

株価収益率（ＰＥＲ） ７．４倍 ８．８倍

１株当たり純資産（ＢＰＳ） １５８３．９０円 １７７７．７９円

株価純資産倍率（ＰＢＲ） ０．７４倍 １．０４倍

基準株価(期末日株価） １，１７０円 １，８４５円

１株当たり配当額 ２０円 ３０円

配当性向 １２．６％ １４．３％

・収益性のアップにより、ＲＯＥが前期10.7％→当期12.5％に上昇。
・１株当たり利益（ＥＰＳ）も、前期158.84円→当期209.41円に上昇。

株式会社ジーフット8



商品別売上割合

２０１３年２月期 構成比 ２０１４年２月期 構成比
(ご参考）
前期比

紳士靴 １９，２８３ １８．８％ １７，４５７ １７．７％ ９０．５％

婦人靴 ３１，９２１ ３１．２％ ３０，８２２ ３１．３％ ９６．６％

スポーツ靴 ２６，４０４ ２５．８％ ２５，３３９ ２５．８％ ９６．０％

運動靴・子供靴 １６，７１８ １６．３％ １６，９３２ １７．２％ １０１．３％

インポート雑貨 １，９７５ １．９％ １，４５１ １．５％ ７３．５％

その他 ６，１３４ ６．０％ ６，３５６ ６．５％ １０３．６％

計 １０２，４３８ １００．０％ ９８，３６１ １００．０％ ９６．０％

・婦人靴は308億円の売上があり、売上構成比は31.3％。
・運動靴・子供靴の前期比が101.3％と高い。

（単位：百万円）
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各種指標

・ＰＢ商品の売上構成比（ＰＢ比率）は、前期の20.5％→当期29.0％に大幅上昇。
・ＰＢ商品は荒利率が高いことから、売上総利益率の上昇に貢献。
・新規出店についてはｲｵﾝｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰ（株）直営靴売場の運営移管19店舗を含め
積極的拡大。

◆売上高 既存比９９．７ ％ （前期１００．７％）

◆客数 既存比９６．５％ （前期９９．５％）

◆客単価 既存比１０３．４％ （前期１０１．１％）

◆ＰＢ比率 ２９．０％ （前期２０．５％）

◆出店 ７４店 （前期２２店）

◆退店 １２店 （前期２４店）
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主な経営指標の推移

・2013年２月期（前期）は１３ヶ月８日のため、2014年２月期（当期）は減収。
しかし同期間比較実質では売上は拡大しており、収益力の増加傾向は変わらず。

・経常利益、当期純利益ともに過去最高益を更新。

売上高 経常利益・当期純利益
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主な経営指標の推移

・ＰＢ商品の積極的な開発により、売上総利益率（前期43.1％→当期44.9％）の
上昇基準を維持。
･利益準備金、剰余金の増加により自己資本比率が改善

売上総利益率 自己資本利益率
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２０１５年２月期 業績予想

2015年２月期業績予想
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２０１５年２月期 業績予想

２０１４年２月期（実績） ２０１５年２月期（予想）

売上高 ９８,３７０ １０７,０００

営業利益 ４,４６５ ５,５００

経常利益 ４,４２３ ５,４８０

当期純利益 ２,１８０ ２,５００

１株当たり当期純利益
（円）

２０９.４１ ２４０.０６

１株当たり配当金（円） ３０ ４０

・積極的な新規出店により、売上高は当期９８３億円→来期1,070億円へ。

・ ＰＢ商品の積極的な開発により、当期純利益は当期21億円→来期25億円へ。

・配当金は、当期30円→来期40円に増配を予定。

（単位：百万円）

●来期４０円に増配を予定
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2015年２月期 重点政策について

Ⅰ.荒利改革
（1）PB開発推進
（2）NBﾒｰｶｰとの連携強化

Ⅱ.成長戦略
（1）既存店対策
（2）出店戦略
（3）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ
（4）ｱｼﾞｱｼﾌﾄ
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２０１５年２月期 重点政策について



Ⅰ.荒利改革
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２０１５年２月期 重点政策について

（1）ＰＢ開発推進

・荒利改革のための有効な手段として引き続きＰＢ開発に注力。

・ＰＢ商品開発はルート拡大と生産ラインの技術向上を追求。

・ＰＢのメディア露出を高め、ブランド認知度を強化する。
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Ⅰ.荒利改革

株式会社ジーフット17

２０１５年２月期 重点政策について

（2）ＮＢﾒｰｶｰとの連携強化

・ＮＢﾒｰｶｰとの協業や取組みを強化し、原価率改善を推進する。

・ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾚﾝﾄﾞとして重要なﾌﾞﾗﾝﾄﾞについては重点的に拡販に努める。

・ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞを強化し競争力を高めていく。
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２０１５年２月期 重点政策について

Ⅱ.成長戦略
（1）既存店対策

・品揃え・ｻｰﾋﾞｽの専門店化を加速。

・ﾄｰﾀﾙｺﾃﾞｨﾈｰﾄ提案と、ﾃｰﾏごとのVP強化。

・接客の見直しと接客力の強化。社内資格制度の積極的活用。
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２０１５年２月期 重点政策について

Ⅱ.成長戦略
（2）出店戦略

・新設ＲＳＣへの出店強化。

・ＮＳＣへの出店注力。

・既存ＧＭＳの出店検討。

・都市型ロケーションの出店模索。
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２０１５年２月期 重点政策について

Ⅱ.成長戦略
（3）ﾃﾞｼﾞﾀﾙｼﾌﾄ

・ｵﾑﾆﾁｬﾈﾙ化推進によるｲｰｺﾏｰｽ売上の最大化。

・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末による在庫一元管理への取組み開始。

・ﾓﾊﾞｲﾙ会員増強による電子販促の強化。

店頭

電子広告
（TV含む）

紙媒体(新聞・
雑誌・DM）

スマホ

Ｗｅｂ(タブ
レット含む）

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力
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２０１５年２月期 重点政策について

Ⅱ.成長戦略
（4）ｱｼﾞｱｼﾌﾄ

・中国事業の収益基盤の確立。

・商品・物流の改善。

・人材育成。

計画 実績 差異

6 6

北京天津 2 2

山東省 3 0 3

広東省 2 2

退店 北京天津 0 2 2

13 8 5期末店舗数

2013年度　店舗数

出店

期首店舗数

物件名

江蘇省 ① 蘇州呉中
湖北省 ② 武漢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶﾞｰﾃﾞﾝ

③ 広州清河

④ 天河城、他

＊事業会社、达芙妮社との協業

広州

2014年度　出店予定（GMSｺﾝｾ契約）

出店エリア



中期経営目標

中期経営目標
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中期経営目標

中期経営目標
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中期目標経営指標 ２０１４年２月期
２０１7年２月期

（目標）
増加率

売上高 （百万円） 98,370 130,000 132.2%

営業利益 （百万円） 4,465 10,000 224.0%

当期純利益 （百万円） 2,180 5,000 229.3%

期末店舗数 （店） 735店 1,000店 136.1%

総資本経常利益率（ＲＯＡ） ８．９％ １２．５％ 140.０%

自己資本利益率（ＲＯＥ） １２．５％ １８．０％ 144.0%

投下資本利益率（ＲＯＩＣ） １２．９％ １８．８％ 145.7%

１株当たり利益（ＥＰＳ） 209.4円 480.0円 229.3%


